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 要 旨   

 

アルコールの使用は感染症の主要な危険因子であり、COVID-19パンデミックなどの人道

的危機の際には、アルコール摂取に関連する害の軽減が不可欠です。依存症医学の分野

で働く初期のキャリア専門家ネットワーク（network of early career 

professionals working in the area of addiction medicine）として、私たちは、

COVID-19中のアルコール関連の危害の軽減とアルコール使用障害のある人々のケアに関

連する国の行動に関する見解を提供します。 COVID-19関連の対策は、この解説に示さ

れている大多数の国でアルコール消費に影響を与えていると私たちは信じています。こ

れらの変化の例には、アルコール消費パターンの変化、アルコール離脱症候群の症例の

増加、アルコール使用障害の医療へのアクセスの混乱、およびアルコールの違法生産の

増加が含まれます。私たちのメンバーは、物質使用による急性および重度の状態の治療

は、COVID-19のような人道的危機の時に不可欠なサービスと見なされるべきであると主

張した。 

 

 


